
　アジアを中心とした国際的な経済成長と人口増加に伴って、世界的に廃棄物の発生量が

増大しています。またその質も医療廃棄物や、使用済みのテレビ、パソコンなど、多様化

しています。世界全体の廃棄物発生量は、2050年には2000年の2倍以上となる見通しで、こ

れらの中には、有害物質を含む廃棄物もあり、処理に当たっては注意が必要です。

　東アジア諸国の経済発展に伴う資源需要の増大につれて、循環資源の輸出入が盛んに行

われるようになりました。国際的な循環資源の越境移動は、環境上適切に行われれば、環

境の保全や、開発途上国の発展に寄与しうるものですが、一方でいくつかの問題点も抱え

ています。例えば、国内のリサイクル体制に支障を及ぼしたり、技術が不十分な輸入国で、

廃棄物が適正処理されずに環境汚染を引き起こしたりすることが懸念されています。循環

資源の国境を越えた有効活用を実現するためには、この様な問題点を考慮した上での枠組

み作りが必要です。

◆廃棄物の輸出入が抱える問題 

（岡山大学田中教授による）

（OECD資料より）
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